
１． 共済目的の概数・引受実績及び計画
項 目 果                    樹

区 分 水    稲 麦 成乳牛 育成乳牛 乳用子牛等 肉用牛 肉用子牛等 肉   豚 馬 なし（収穫） かき（収穫） キウイ（収穫） キウイ（樹体） ぶどう（収穫） みかん（収穫）

ａ ａ 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ 棟 棟 台

三  潴  地  区 50,300 76,000 228 2 277 10 13 27,000 238 956 435

城  島  地  区 48,600 52,200 388 7 475 4 4 21,500 516 807 542

大  木  地  区 55,800 51,900 0 0 0 0 0 2,596 17,800 713 1,178 1,145

大  川  地  区 79,500 58,500 50 2 61 59 80 65 21,400 708 1,680 2,068

柳  川  地  区 92,300 127,400 0 0 0 187 0 2,230 61,800 271 2,289 1,416

大  和  地  区 65,500 115,100 67 0 80 17 20 56,900 306 1,273 419

三  橋  地  区 45,900 65,900 160 3 197 148 99 3 30,700 111 1,141 437

瀬  高  地  区 77,200 87,600 126 7 162 250 46 95 100 100 3,136 33,300 1,052 1,731 1,469

山  川  地  区 16,600 14,500 0 0 0 0 0 133 302 1,000 1,000 296 26,000 4,900 86 669 650

高  田  地  区 72,100 95,100 0 0 0 134 49 3,600 189 500 500 2,970 14,887 39,500 591 1,430 1,297

大 牟 田 地 区 46,800 30,200 135 1 162 230 34 40 96 200 200 2,891 10,748 12,300 119 1,223 1,076

八  女  地  区 62,600 30,900 278 26 365 20 0 10,264 4,350 293 300 300 1,707 357 9,900 1,352 1,706 1,711

立  花  地  区 23,000 6,300 16 1 19 176 37 1,171 500 23,000 23,000 957 48,085 0 646 1,766 1,473

星  野  地  区 7,500 0 0 0 0 0 0 189 100 100 0 63 631 512

上  陽  地  区 8,000 0 0 0 0 137 0 13,005 189 200 200 217 714 0 117 585 346

広  川  地  区 22,300 7,200 209 2 254 160 204 1,808 406 100 100 6,236 473 0 906 687 903

筑  後  地  区 85,800 114,800 347 14 433 193 93 232 5 6,158 189 100 100 4,302 45,000 1,194 1,676 1,172

黒  木  地  区 32,900 400 66 5 85 215 151 30 180 4,357 600 600 7,794 5,200 0 1,203 2,063 1,978

矢  部  地  区 6,400 0 0 0 0 0 0 95 0 88 309 341

合          計 899,100 934,000 2,070 70 2,570 1,940 830 29,740 100 13,800 6,900 26,200 26,200 29,600 109,600 382,000 10,280 23,800 19,390

前年度引受実績 759,395 866,470 1,920 84 2,318 1,667 724 0 0 5,917 674 10,487 10,382 766 895 360,347 4,846 23,378 2,873

本年度引受計画 770,000 890,000 1,900 70 2,100 1,630 700 0 0 6,200 700 10,700 10,700 800 1,000 370,000 4,900 23,413 3,023

本年度引受予定率 85.6 95.3 91.8 100.0 81.7 84.0 84.3 0.0 0.0 44.9 10.1 40.8 40.8 2.7 0.9 96.9 47.7 98.4 15.6
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２．共済事業の規模

項   目 共      済 保      険 保  険  料 手     持

 区   分 金      額 金      額 総    額 国    庫 農    家 (交 付 金) 共済掛金

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

水        稲 770,000 ａ 759,395 ａ 5,050,397 4,976,156 172,471 86,235 86,236 52,898 33,338

麦 890,000 ａ 866,470 ａ 3,957,530 3,687,429 369,392 197,182 172,210 1,810 174,020

計 1,660,000 ａ 1,625,865 ａ 9,007,927 8,663,585 541,863 283,417 258,446 54,708 207,358

成  乳  牛 1,900 頭 1,920 頭 386,460 309,168 70,658 42,406 43,003 17,635 25,368

育成乳牛 70 頭 84 頭 8,337 6,670 288 0

乳用子牛等 2,100 頭 2,318 頭 86,571 69,257 14,463 0

肉用成牛 1,630 頭 1,667 頭 543,627 434,902 16,549 10,980 13,018 6,103 6,915

肉用子牛等 700 頭 724 頭 48,014 38,411 7,449 0

肉豚等 0 頭 0 頭

馬 0 頭 0 頭

計 6,400 頭 6,713 頭 1,073,009 858,408 109,407 53,386 56,021 23,738 32,283

なし（収穫） 6,200 ａ 5,917 ａ 381,606 369,012 2,662 1,331 1,331 749 582

かき（収穫） 700 ａ 674 ａ 8,397 8,061 690 345 345 260 85

キウイ（収穫） 10,700 ａ 10,487 ａ 513,387 501,350 16,685 8,342 8,343 6,893 1,450

ぶどう（収穫） 800 ａ 766 ａ 29,925 29,121 1,746 873 873 674 199

みかん（収穫） 1,000 ａ 895 ａ 22,732 22,076 1,184 592 592 408 184

キウイ（樹体） 10,700 ａ 10,382 ａ 1,985,265 1,941,986 9,926 4,963 4,963 3,335 1,628

計 30,100 ａ 29,121 ａ 2,941,312 2,871,606 32,893 16,446 16,447 12,319 4,128

引      受      計      画 共         済         掛         金

本年度予定 前年度実績



項   目 共      済 保      険 保  険  料 手     持

 区   分 金      額 金      額 総    額 国    庫 農    家 (交 付 金) 共済掛金

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

引      受      計      画 共         済         掛         金

本年度予定 前年度実績

畑  作  物 370,000 ａ 360,347 ａ 2,537,970 2,284,173 230,955 127,025 103,930 80,834 23,096

園芸施設 4,900 棟 4,846 棟 7,447,124 5,957,699 74,599 37,161 37,438 22,436 15,002

ガラス室Ⅱ類 20 棟 20 棟 169,414 135,531 336 168 168 101 67

プラスチックⅡ類 4,260 棟 4,232 棟 5,203,447 4,162,758 56,469 28,145 28,324 16,941 11,383

プラスチックⅢ類 75 棟 73 棟 218,256 174,605 2,756 1,377 1,379 828 551

プラスチックⅣ類甲 445 棟 429 棟 1,575,943 1,260,754 13,343 6,632 6,711 4,050 2,661

プラスチックⅣ類乙 50 棟 46 棟 186,020 148,816 1,074 529 545 330 215

プラスチックⅤ類 25 棟 24 棟 80,054 64,043 478 239 239 143 96

プラスチックⅥ類 25 棟 22 棟 13,990 11,192 143 71 72 43 29

計 4,900 棟 4,846 棟 7,447,124 5,957,699 74,599 37,161 37,438 22,436 15,002

建       物 255,500,850 千円 255,120,850 千円 255,500,850 255,500,850 272,271 272,271 192,763 79,508

農  機  具 6,115,460 千円 5,812,010 千円 6,115,460 6,115,460 39,273 39,273 32,984 6,289

合        計 284,623,652 282,251,781 1,301,261 517,435 783,826 419,782 367,664



３．引受計画と実施方策 

自然災害等に対する備えは農業共済の加入が基本であり、有資格農業者の情報を収集し、制度の仕組み及び補償内容

を周知し、引受拡大に努める。 

（１）農作物・畑作物共済  

① 農家情報の把握 

（水稲） 

・水稲生産実施計画から水稲未加入者名簿を作成し、加入推進を行う 

・市町村協議会の水田情報とのマッチングにより引受状況の把握 

（麦） 

・播種前契約等による面積・作付者の把握 

（大豆） 

・出荷契約、市町村協議会データ等により作付者の把握 

・市町村協議会の筆情報照会による引受漏れ防止 

② 市町村、JA、普及センター等への会議参加（関係機関連携強化） 

・会議の資料、情報の提供、収集 

・経営所得安定対策との連携による推進、説明 

③ 適正な引受事務の対応 

・重要事項の説明及び周知の徹底 

・チェックシートを用いた事務処理検証 

・新規需要米の作付状況等の情報を収集 

・市町村協議会の水田情報とのデータチェックの徹底 

④ 適正な損害評価の実施 

・バーコード野帳管理ｼｽﾃﾑを有効活用 

・チェックシートを用いた事務処理検証 



（２）家畜共済  

① 未加入者推進 

・制度の内容について周知する 

・農家ニーズにあった提案型推進 

乳牛＝仔牛の選択、肥育牛・豚＝事故除外、他肉＝オールリスク等 

・連合会・診療所と協力して推進をかける 

（３）果樹共済 

① キウイフルーツ推進 

・昨年同様、加入申込書及び保険設計書等を継続者並びに加入見込み生産者へ郵送し、受付での収穫・樹体セ

ットでの加入推進を行う 

・連合会、関係機関等協議を行い協力を求め推進にあたる 

② かき、ぶどう、みかん推進 

・ＪＡ部会の出荷協議会への参加 

・総会・総代会へ出席し、制度及びスケジュール説明し普及に努める 

・みかんについては、連合会と協議を行い、うんしゅうみかんの推進に努める 

③ なし推進 

・ＪＡ部会各支部単位の全員会に出席し、補償・掛金の目安及び制度・スケジュールについて説明を行う 

・特定危険方式について、連合会と今後の引受方式等について検討する 

④ 未加入者意思確認 

・「加入推進にかかる取組計画」に基づく未加入者の加入意思確認を行う 

⑤ チェック体制 

・各種事務処理チェック体制の再構築 



（４）園芸施設共済  

① 資源量調査後の推進  

 職員全体で一斉推進 

・推進日程の計画、班編成の検討 

・ハウスに出向き、パンフレット、補償金額・掛金一覧表で説明・推進他の事業についても加入状況 

・共済金等を把握し、推進する （継続については全職員、新規については課で推進 年２回実施） 

② 未加入農家推進 

・農家ごとに復旧費用及び撤去費用を含めたプランを提示し、農家の実態に応じた内容による提案型推進を行

う 

③ 園芸施設共済制度の内容把握 

・勉強会の実施（職員向け） 

・新制度の周知徹底、損害評価方法の周知（農家へ） 

・未被覆期間の危険段階の対応等について検討 

④ JA 各部会の会合への参加 

・管内 JA の各部会の講習会、研修会へ参加し制度説明 

・新設、増設の情報を把握 

⑤ 補助事業、リース事業の把握 

・補助事業、リース事業の調査及び推進の検討 

⑥ 資源量調査の継続（補完調査） 

・未確認棟を追加調査 

・解体棟、新規棟を追跡調査 

・有資格農家の把握及び加入意志の確認徹底に努める 

⑦ 適正な引受・損害評価 

・チェックシートを用いた事務処理を行う 



（５）任意共済  

（建物） 

①  加入者へ提案型の推進 

・地区別会議を早期開催し、フォロー推進 

・加入申込書へ加入のめやすを示し、提案型の推進 

・未加入物件（住宅、納屋・倉庫）の推進 

・公共物件（公民館・神社等）の推進 

② 重点地区を設けた推進 

・罹災者および周辺地区の推進 

・未加入ＮＯＳＡＩ部長等へ推進 

・未加入農家へ戸別訪問の実施 

・他事業との複合的な推進 

③ 任意共済の将来の方向性について 

・建物共済（総合共済が抱えるリスク等）について協議を行い、任意共済の現状の収支等を把握し、将来の方

向性の検討を行う。 

（農機具） 

① 未加入者の推進 

・地元農機具展示会等でチラシを使いＰＲと推進 

・他事業との複合的な推進 

・販売店のパンフレットの入れ替えや補充 

② 重点期間を設けた推進 

・全職員による一斉推進 



４．損害評価の適正化の方策 

（１）農作物共済 

被害申告の適正指導（野帳バーコード管理）、見廻り調査の適期実施、評価員の目合せ会実施（評価眼の統一）に

よる適正評価 

（２）家畜共済 

現地確認の完全実施。獣医師との綿密な連携体制。評価書類の検証確認強化。  

（３）果樹共済 

引受方式に即した評価体制の整備。緊急時の職員配置の事前整備。抜き取り、見廻り調査の適正実施。関係機関

との緊密な情報連絡。 

（４）畑作物共済 

関係機関との適切な連携による適正評価。被害申告の適正指導。見廻り調査の適期実施。出荷量等資料に基づく

適正評価  

（５）園芸施設共済 

大災害・局地的災害を想定した損害評価体制整備。全職員評価研修会実施。  

（６）任意共済 

事故発生通知の迅速化。事故関係書類の適正提出の指導。現地による事故原因、罹災状況の詳細把握。評価事務

書類の検証確認強化。  

５．損害防止事業の実施方策 

（１）農作物共済 

獣害の損害防止 

・イノシシ捕獲器具（箱わな）の継続貸付け 

病害虫発生調査の実施 

・病虫害発生（いもち、ウンカ）状況調査 



情報の早期収集、提供 

・登熟不良等被害状況の早期把握 

（２）家畜共済 

害虫駆除の実施 

・畜舎消毒（使用防除薬剤の説明） 

・薬剤の配布 

関係機関との連携 

・講習会や視察等に参加して情報交換を密にして情報を共有する 

（３）果樹共済 

鳥害等の未然防止 

・蚊取り線香爆竹等配布 

・農家開発の鳥獣対策の紹介等 

キウイ 

・かいよう病の発生状況及び園地情報について普及センター・ＪＡ・市役所等と共有、連携に努める 

なし  

・ＪＡ福岡八女なし部会主催による園地一斉査察会（各ブロック班編成）へ査察委員として出席し、ＪＡ・普及セ

ンター・市場・生産者等合同により園地ごとの生育、管理状況等の確認を行う 

（４）畑作物共済 

病害虫発生調査の実施 

・フェロモントラップを設置し、病害虫発生分析及び関係機関へデータ提供し、農家へ防除徹底 

（５）任意共済 

農作業安全研修会等に参加 

 ・推進時に事故や点検整備の留意点等の情報を提供し、事故軽減につなげる 



６．執行体制の整備 

（１）事務執行体制の整備方法  

内部牽制機能の充実。  

事務検証体制の強化、内部監査機構の整備。  

台風他緊急時の職員配置体制を整備し、迅速な対応を行う。  

（２）共済連絡員の設置及び職務  

委嘱状配布時にノーサイ事業及び職務内容の説明。地区代表者会議を開催し、ノーサイ事業の説明及び任務意識の

向上を図る。  

（３）職制及び職員の配置計画  

人事異動を 5 年を基礎に計画、実施する。 

地区担当制を併用し、専門性と広汎性の両立及び合理的かつ的確な職務の実施を実現する。  

（４）役職員研修等の体制及び計画  

理事会に委員会を設け、課題・現状の把握、解決方策の検討。  

コンプライアンス、人権、役職員資質向上等研修を実施する。 

関係機関主催会議等への積極的参加。 

７．予算統制の方策   
全科目の過去、現在、将来の動向を見据え、見直し、削減すべきは徹底し無駄を排除する。且つ効率的運営を常に意

識し、予算執行にあたる。


